
印刷物で脱炭素社会に貢献
カーボンオフセットを採用して

印刷物のカーボンニュートラルの実現を

一般社団法人日本水なし印刷協会



「水なし印刷」を通じて、環境に優しく、高品質な印刷物を提供することを目的に、
環境保全、情報発信、普及活動に取り組む印刷会社の団体。

１．WPA（Waterless Printing Association）の結成
1993年、米国にて、米国、カナダ、オーストラリアの印刷会社で結成

２．EWPAの結成
1997年、ドイツにて欧州印刷会社で（Europe Waterless Printing Association）を結成

３．日本WPA（日本水なし印刷協会）結成
2002年、日本WPA（Japan Waterless Printing Association）を結成

４．一般社団法人日本WPA (Japan Waterless Printing Corporate Association）に改組
2010年（韓国、中国の印刷会社も加盟）

バタフライロゴ
水なし印刷採用のしるし
印刷会社をPINで明示

カーボンオフセット
バタフライロゴ
カーボンオフセット済印刷
物、１部当たりのCO2削減
量を明示

世界共通
ロゴ

一般社団法人日本WPAの紹介



日本WPAの会員ネットワーク

カーボンオフセット
実施企業３１社



水あり版
１．現像：アルカリ現像
２．構造：平凸版
３．インキ反発性：湿し水
（湿し水由来のVOCが水なし印刷の
約10倍発生する）

水なし印刷が環境省が推進する
「グリーン購入法」に採用されている

水なし版
１．現像：水現像
２．構造：平凹版
（にじみの無い高精細印刷可能）

３．インキ反発性：シリコーンゴム

水あり版

水なし版

水なし印刷の特徴



世界のカーボンニュートラル達成目標
ＥＵ：2050年達成（前倒しの議論あり）
米国：2050年達成
日本：2050年達成
中国：2060年達成

パリ協定（2015年12月締結）の主な内容

①世界全体の平均気温上昇を産業革命前に比べて２℃以下に抑える。
そのためには、2075年までにカーボンニューニュートラルを達成する必要がある。

②さらに気温上昇を1.5℃までに抑える努力をする。
そのためには、2050年までにカーボンニューニュートラルを達成する必要がある。

③全ての国が、温室効果ガスの削減目標をつくり、5年ごとに、世界全体の削減実施状況の検討を行う。

世界は脱炭素化（カーボンニュートラル）に向けて加速

カーボンニュートラル
温室効果ガス排出量を実質ゼロとすること。
温室効果ガス増加の主原因はCO2の排出量の増加

脱炭素化の世界的動向



脱炭素化の世界的動向





印刷工程でのCO2排出量
を把握する必要あり

脱炭素化の今後トレンド予想

サプライチェーン全体で、
全ての項目で排出CO2の
計測・削減が要請される。

Appleは、2030年までに
サプライチェーン全体で
カーボンニュートラルを
達成する宣言を出してい
る。（20年前倒し）



地球温暖化防止
SDGsに貢献

１・印刷物工程で排出する温室効果ガス(CO2)量の把握

原材料調達、生産段階、流通、保管、廃棄・リサイクルの全ての段階でCO2排出量を計算
→日本WPA所有のソフトウエア(PGG：Printing Goes Green）にて排出量を計算
（2009年日本LCAフォーラム賞を受賞）

２．CO2排出量の全量を削減

★排出CO2を実質ゼロで印刷★

印刷物のカーボンオフセット

J-クレジット制度（環境省所轄）を利用して、排出CO2全量をカーボンオフセットし、
カーボンニュートラルを実現



印刷工程のLCA

LCA(Life Cycle Assessment）に基づき、全印刷工程でのCO2排出量をPGGにて自動算出する。



カーボンオフセットの方法

J-クレジット：省エネ・再エネ設備の導入や、適切な
森林管理によるＣＯ２等の排出削減・
吸収量を国が保証した有価物。

Ｊ-クレジットの売買により、J-クレジット購入者が、
CO2削減のための資金を提供したことになる。
提供した資金（J-クレジット代金）に相当するCO2削減
量を、資金提供者のCO2削減量とみなすことが可能。

日本WPAは、会員に代わりJ-クレジットを一括購
入し、各会員企業に１トン単位に小分して販売し、
利便性を提供。
通常のJ-クレジットの売買単位は、５０トン前後
にて、個々の印刷会社にて単独購入することが難
しい状態。



カーボンオフセット具体的流れ

日本WPAの取り扱い
J-クレジット例

種類
価格
(円／t)

１．CFC被災地支援クレジット

削減型

2,200円/t～

２．滋賀県地産地消クレジット

３．岡山市地産地消クレジット

４．Moretreesクレジット
吸収型

５．びわ湖J-クレジット



カーボンオフセット具体的流れ

↓CFC被災地支援クレジット使用例

←カーボンオフセット証明書



カーボンオフセット印刷物例

株式会社熊谷組様「コーポレートレポート2019」

表紙 裏表紙

拡大



カーボンオフセットの実績

ページ数 印刷部数 用紙 CO2総排出量(t) オフセット量(t) 1部あたり排出量(g)

A4中綴じ 32 2,000
コート62.5㎏ 1.0 1 478
コート76.5kg 1.1 2 550

A4中綴じ 32 10,000
コート62.5㎏ 3.5 4 352

コート76.5kg 4.2 5 420

CO2排出量の試算とオフセット量目安

・カーボンオフセット大賞優秀賞受賞（2017年）
・地球温暖化防止環境大臣表彰対策活動実践・普及賞受賞（2019年）

日本WPAによる
総カーボンオフセット量 ：7,349トン（2021年9月10日時点）

50歳の杉の木53万本（甲子園球場の60倍）
が１年間に吸収するCO2量に相当。

環境関連賞受賞履歴



一般社団法人日本水なし印刷協会


